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 表現型解析は生物機能そのものを解明する手段であり、その結果を見いだすことは

生物学の目的といっても過言でない。表現型と言ってもいろいろあるし、マウスで自分

が知りたい解析方法は？といろいろ考えることもあると思う。一般に、表現型（ひょうげ

んがた）という言葉は、生物学分野では広く捉えがちであるが、疾患のような漠然とした

ものから、最近では分子表現型という分子まで記されている場合もある。しかしもともと

表現型とは遺伝学で生まれた言葉で、遺伝子型によって規定された生物の形態、構

造、行動や生理的機能をあらわすものである。しかし、表現型解析を進めるに当たっ

てその情報をどのように扱うべきか、個人研究レベルでなく、ひろく国際標準化したも

のとして理解してもらう必要があろう。我々はこれまで ENU ミュータジェネシス、日本マ

ウスクリック、および IMPC(International Mouse Phenotyping Consortium)の活

動を通じてマウスの網羅的表現型解析に取り組んできた。本講演ではこれまでの経験

をふまえてマウス表現型解析情報を正しく標記することの難しさ、そしてその重要性に

ついて述べてみたい。 
 
 


